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□C:FE丁 15-MEttER SSB/(ⅣV ttRANSCEIVER RJX‐ 715取扱説明書

松下薗器産業株式会率1
ご使用前 にこの取扱説明書 をよ くお読みの うえ、正 しくお使 い くだ さい。

■保証書 (男1添 )はお求めの販売店 からお受取 りの うえ、内容 をよくご確認 していただき、後 々のためこの説明書 とともに大切 に保存 してください。
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このたびはナショナルカー トランシーバRJX-715を お求め頂

きましてありがとうございました。

本機の優れた性能や機能を充分に発揮 してご使用いただくた

めに、この取扱説明書をよくお読みくださいますようお願いし

ます。

なお、本機は厳重な品質管理のもとに生産されていますが、

万一輸送中の事故などに伴い、ご不審な個所、または破損など

の トラブルがありましたら、お早めにお求め頂きました販売店

にお申し付けくださいますようお願いします。

ご 注 土思
/

本機は、電波法によリアマチュア無線技士の資格を持ってお

られる方以外は使用できませんのでご注意ください。
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■本機の特長

1.3け たLED表示のデジタル周波数    4.新 開発チップ部品、小型モノリシッ   7.送 信表示LED
カウンタ                  クフィルタの採用             送信しているときはLEDが点灯して送信
21MHz帯 の送・受信周波数をl kHzの単位     高周波特性のすぐれたチップ部品 (リ ード     中であることを表示します。
で、計数表示します。カウンタ回路には12L    線なし)を 多数使用し、安定した性能を持   8.バ ックラッシュの少ない高精度チュー
ICを 使用し、低電力化をはかっています。     っています。また、SSB用 のフィルタに    ニングシステム
2.余 裕のある送信段の設計と10W/2W    は、小型モノリシックフィルタを採用して    VFOに は、ボールドライブとギヤを組合

の切換方式                おり、特性は、従来の6素子クリスタルフ     わせた減速機構を採用してバ ッヽクラッシュ
終段には余裕のあるトランジスタ(2S C 1969)     ィルタと同等です。                の少ないチューニングシステムを実現して

を採用し、10W(PEP)の 送信出力を得てい  5.高 性能ノイズブランカ内蔵         います。

ます。また送信出力は、ワンタッチで10W     自動車のイグニッションノイズ等のパルス   9。 大型 S/RFメ ータ採用
(HIGH)、 2W(LOW)に切換えができ、遠距     性雑音の軽減に非常に効果のあるノイズブ     バック照明により非常に見やすい大型S/
離局との交信には10W、 近距離局との交信     ランカを内蔵しています。            RFメ ータを採用しています。

には2Wと経済的な交信が楽しめます。    6.オ ーディオALC(Automatic Level
3.CWサイドトーン回路内蔵         COntrol)の 採用
CW送信時にはサイドトーンを聞きながら     マイクアンプには、オーディオALCを 採
交信が楽 しめます。               用し、大きな声のときもひずみの少ない交

またボリュームにより好みの音量に調整す     信ができるように設計されています。
ることができます。

製造番号について

本機後面に製造番号を記入したシールを貼付 しております。盗難時などの

照合に便利なように下1関 に番号を記入してください。

製 造 番 号
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■各部の名称と使いかた

①

②

送信表示LttD(ON AIR)

送信 しているときは、赤色に点灯 し送信中

であることを表示 します。

電源スイッチ兼音量調整つまみ(POWER
OFF/VOLUME)
電源スイッチと音量調整が兼用になってい

ます。左側 に回し切った状態で電源が

“OFF"に なり、右イ員1に回すと電源が入 り
ます。さらに右に回すと音量が大きくなり

ますので、適当な位置に調整してください。

周波数微調整つまみ (/f)
センタクリック付の微調整つまみです。セ

ンタクリック位置で送信と受信の周波数が

一致します。クリック位置から左右に回す

と、受信時に約±4kHzの周波数が可変で
きます。送信周波数には関係ありません。

レベルメータ(SIGNAL/RF OUT)
受信中はシグナルメータ(SIGNAL)に なり、
送信中はパワーメータ(RF OUT)に なりま
す。送信出力切換スイッチが“HIGH"の と
きは下イ月」の赤色部分まで、“LOW"の ときは
白色部分まで指針が振れていれば正常です。

指針の振れは送信出力の平均値を指示 しま

す。

③

④
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⑫⑨⑤

⑬

○⑥

⑩

デジタル周波数カウンタ

(DIG!TAL FREQUENCY COUNTER)
送・受信周波数の100kHz台以下を 3け たで

表示 しlkHzま で直読できます。たとえば、

表示が“125"の ときは“21.125MHz"を表わ
しています。周波数微調整ON/OFFス イッ
チ①がONの位置で微調整つまみがセンタ
クリック位置以外の位置にあるときは、送

信時と受信時では異った周波数表示をしま

すが、これはそれぞれ送信・受信周波数表示

をしているためです。(故障ではありません。)

同調つまみ(TUNING)
このつまみを回すことにより21.000-21.450

MHzの 周波数帯を連続可変することができ
ます。

マイクロホンジャック(M!C)

付属のマイクロホンを接続してください。

マイクロホンについているプレストークス

イッチを押しながら普通の声で話してくだ

さい。

マイクロホンのインピーダンスは600オ ーム

です。それ以外のインピーダンスのマイク

ロホンをご使用になりますと諸特性が変わ

ります。

イヤホン兼外部スピーカ端子

(EAR/EXT SP)
イヤホンやタト部スピーカを使用するときこ

の端子に接続 してください。内蔵のスピー

カの接続が切れ、イヤホンや外部スピーカ

から音がでます。インピーダンスは 8オ ー

ムのものをお使いください。

送信出力切換スイッチ

(RF OUT H:GH/LOW)
プッシュスイッチを押 し込む (‐ )と 送信出

力が10W(HIGH)に なり、もう一度押すと
もとに戻 り(■ )2W(LOW)に なります。
近距離局とQSOす るときは“LOW"でお使
いになりますと経済的です。

モー ド切換スイッチ (MODE)
SSBで交信するときは“ユ "(SSB/CW― R)
の位置でご使用ください。

CW(電信)で送信するときはこのスイッチ
を押し込んで“二"(CW― T)の位置にして電

鍵を操作するとCWの電波が送信されます。
この時サイドトーンを聞くことができ、音

量は電源スイッチ素音量調整つまみ(POW―
ER OFF/VOLUME)② により適当な位置
に調整 してください。

送信が終 りましたらもう一度押して“旦 "

(SSB/CW― R)の位置にもどしますとCW
が受信できます。

周波数徴調整 ON/OFFスイッチ
(∠ f ON/OFF)
このスイッチを押 してON(‐ )にすると周
波数微調整つまみ (/f)③ により受信周波

数を可変することができます。

このスイッチをもう一度押 して OFF(■ )
にすると③周波数微調整つまみを回しても

受信周波数は変化せず送信周波数に固定さ

れます。

ノイズブランカスイッチ(N8)
パルス性の雑音が多く相手局の信号が聞き

取りにくいときこのスイッチを押してON
(‐ )に してください。雑音が軽減されて
明‖奈度の良い交信が楽しめます。

電鍵接続端子 (KEY)

CW(電信)で送信するときはこの端子に電
鍵 (キー)を接続してください。なお、エレ・

キー等の電子式スイッチを接続される場合

は、本機の回路図 (号 1添 )を ご覧になり、極

性を間違えないようご注意ください。

外部電源端子 (DC IN 13.8V)

付属の電源コードをここに接続してくださ

定格電圧は13.8Vで、H-15Vの 範囲でも
ご使用になれますがなるべく定格電圧でご

使用ください。電源コードは赤色が①、黒

色が○です。

アンテナ端子 (ANTENNA)
この端子に空中線インピーダンス50オ ーム

のアンテナを接続してください。

⑩

⑦

③

①
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■お使いになる前に

●車載でお使いになるとき
1.取付け場所
車種によって取付ける位置が異なりますの

で、一概にどの場所が良いといえません。

一般に助手席のダッシュボー ドの下かコン

ソール・ボックスのところにセットします。

運転操作上支障がなく、しかも運用のしや

すいところでカーヒータ、カークーラ等の

空気の出回はできるだけ避けて取付けてく

ださい。

ダッシュボー ドの下に取付ける場合は付属

の車載用アングルをf吏用してください。

2.取付けかた
下図のように車載用アングルを付属の六角

ボルトと六角ナットで取付けた後、付属の

セット取付用ねじで本機を固定してくださ

い 。

本機を固定する場合、取付け角度をかえら

れるように本機の両側面に3対の溝があり

ますから操作しやすい角度になるように車

載用アングルのツメを適当な溝にはめ込ん

でセット取付用ねじをしめてください。

電源のとりかた

付属の電源コードを使ってヒューズボックス

かシガレットライターソケットに接続 して

ください。(ヒ ューズホルダには付属のヒュ

ーズ2本のうち1本を内蔵 していますから、

残 りの 1本は予備ヒューズとしてお使ぃく

ださい)

電源コー ドは赤い色が①極性になっていま

すの

配線は適当な個所をテープで止めるなどし

てlll定 してください。

マイクハンガー

付属のマイクハンガーを車のインストルメ

ントパネルの適当な場所に取付けてご使用

ください。

5.ア ンテナ
1)21MHz用モービルアンテナが各種市販 され

ています。また取付方法もいろいろありま

す。

本機のアンテナ端子のインピーダンスは50

Ωですから、アンテナインピーダンス50Ω

のものを取付けてください。

2)同軸ケーブルは特性インピーダンス50Ω の

もの (た とえば3D-2ゝ 5D-2V)を 使用 し
てください。コネクタはM型 コネクタを使
用してください。また、配線をブラブラに

したままにしておくと、アンテナとの接続

個所で断線 したり、思わぬ トラブルの原因

になります。テープなどでしっかりと固定

してください。またアンテナケーブルはで

きるだけ短かく配線 してください。

3)ア ンテナはインピーダンスマッチングを良

くし、できるだけ最良状態でお使いくださ

●固定局でお使 いになるとき

:.本機は車載用として設計されていますので、
固定局としてお使いになるときは別に直流

電源が必要です。

その際はナショナルアマチュア無線機器用

直流安定化電源装置RJX― P610を お求め

の上ご使用ください。

2.湿度の高いところや、直射日光のあたると
ころはできるだけさけて設置してください。

歯付ワ ンシヤ

多/平ワッシャ
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■使用上のご注意

・ アンテナ端子を短絡 したまま、あるいは、ア

ンテナを接続 しないままでの送信はしないで

ください。

・ DC H-15Vの (DC13.8V)範 囲で使用できま

すが、できるだけ定格電圧でご使用ください。

・ ALC(Automatic Level Control― 自動振幅制

限)回路の調整は変えないでください。調整

を変えますと、終段 トランジスタ(2SC1969)が

破損する場合があります。

■使 用 方 法

2)

3)

■

1.

1)

2)

3)

4)

2.

1)

2)

3)

■ 電源を入れる前に次のことを確認 してくだ
さい。

1)外部電源コー ドが正 しく接続 されています
か 。

アンテナが正しくセットされていますか。

マイクロホンは正しく接続されていますか。

以上の操作が終 りましたら、電源スイッチ

兼音量調整つまみを時計方向に回してくだ

さい。パチッと音がしてスイッチが入ります。

受信 の しかた (SSB)
電源スイッチ兼音量調整つまみを時計方向

に回 し、適当な音量になるように調整 して

ください。

モード切換スイッチを“SSB/CW― R"位置
にしてください。

/fつ まみを“0"目 盛にしてください。
これで受信待ち受け,大態になりました。

同調つまみを回しますと入力信号があれば

レベルメータ(SIGNAL)が振れて、スピー
カから音声が聞こえます。なおレベルメー

タ(SIGNAL)は 、入力信号が20dBで “9"

目盛に振れるように調整されています。

送信 の しかた

送信出力切換スイッチ (10W/2W)を ご希望
の出力にセットしてください。

(例 え|ゴ DXでは10W、 LOCALで は2W)
マイクロホンに付いているプレストークスイ

ッチを押してください。送信状態になります。

プレス トークスイッチを押 したままマイク

ロホンに向って話してください。この場合

マイクロホンと口との間隔を 5 cm程度離し

て、普通の声で話すとちょうどよい変調度

になるようになっています。
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4)レ ベルメータは自動的にRFパ ワーメータ
に切換わります。音声がピークにおいて10

wの とき“HIGH"(赤 )位置に、 2Wの とき
“LOW"(白 )位置に振れます。
指針の振れは送信出力の平均値を指示しま

す。

5)通 話が終わりましたらプレストークスイッチ
を離 してください。また受信に戻ります。

電波 を発射す る前 に

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の

周波数があり運用されています。これらの無線

局の至近距離で電波を発射するとアマチュア局

が電波法令を満足していても、不測の電波障害

が発生することがあり、移動運用の際にはじゅ

うぶんご注意ください。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわ

ず必要の場合は管理者の承認を得るようにしま

しょう。

民間航空機内,空港敷地内、新幹線車輌内、業
務用無線局及び中継局周辺等。

参考 無線局運用規則 第 9章  アマチュア局
の運用

(発射の制限等)

第258条

アマチュア局は自局の発射する電波が他

の無線局の運用又は放送の受信に支障を

与え、若しくは与える虞があるときは、

すみやかに当該周波数による電波の発射

を中止 しなければならない。

以下略



■保守点検の方法

◇QSOの途中でトラブルが生じてあわてるこ
とのないように、ときどき点検 して、いつでも

快適なQSOが楽 しめるようにしてください。
◇よく聞かれるトラブルの症状と主な原因、簡

単な点検方法を記載 しておきますので、参考

にしてください。

■ 送 信 部

1.プレストークスイッチを押しても送信にな
らない。

1)プ レストークスイッチの接触不良。

2)マ イクコードの断線。
●マイクコネクタの3-4端子間の導通を
調べてください。プレストークスイッチ

を押したとき、導通があれば正常です。

3)マ イクコネクタの接触不良。
●マイクコネクタのしめつけがゆるんでい

ないか確認してください。

2.電波の飛びが悪い。
1)ア ンテナコネクタの接触不良。

・ アンテナコネクタのしめつけがゆるんで

いないか確認 してください。

2)ア ンテナケーブルのショー ト、断線。
●アンテナケーブルのコネクタのところ、

あるいはアンテナ接続部で、ショー トし

たり断線していないか確認してください。

3)ア ンテナのミスマッチング。

・ アンテナのマッチング】犬態をSWRメ ータ
などによって確認 してください。SWRは
できるだけ 1に近づくようにアンテナを

調整 してください。

3.変 調がかからない。
1)マ イクコー ドの断線、ショー ト。
0マ イクコネクタの 1-2の 端子間の導通
を調べてください。

約500Ω あれば正常です。

2)マ イクコネクタの接続不良。
●マイクコネクタのしめつけがゆるんでい

ないか確認 してください。

4.音 質が悪い。
●過変調。

・ あまり大きい声で話しますと、過変調に

なり音質が悪 くなります。声を小さくし

て音質が良くなるかを調べてください。

■ 受 信 部

1.電源が入らない。
1)電源コードの断線、接続不良。

2)極性を誤って接続している。

・ 電源コー ドのヒューズホルダの部分ある

いはコネクタ部分で断線していないか、

また極性が正しく接続されているかを確

認してください。

3)ヒ ューズが切れている。
0ヒ ューズが切れているときは、予備のヒ

ューズを入れる前にヒューズの切れた原

因をよく調べてください。

2.Sメ ータが振れるが音声が聞こえない。
スピーカ接続線の断線またはショー ト。
0ス ピーカが蓋についていますので、ふた

を取外 したとき接続線が断線 していない

か、また蓋と本体の間にはさまってショ

ー トしていないかを調べてください。

3.ノ イズは少し聞こえるが、相手の信号が受
信できない。(Sメ ータの振れが少ない)
この場合、たいてい「電波の飛びが悪い」
という現象があります。「電波の飛びが悪
いJの項を参1照 してください。
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■回 路 の 説 明

●受信部

受信部は、 2信号特性のすぐれたプリミックス
タイプのシングルスーパー方式です。

アンテナからの入力信号は、FET(2SK 49)で
増幅され、ミキサに入りま九 ミキサでは、30MHz帯
のローカル信号により、中間周波数9.0000MHzに

変換 されます。ローカル周波数は、次式により

計算できます。

ローカル周波数 (=受信周波数十中間周波数)に

より変換された中間周波信号は、小型モノリシ

ックフィルタを通過 した後、 3段の中間周波増
幅回路で増幅され、D9～ D12で構成されるリング

復調回路で復調されます。

AGC(自 動利得調整)回路は、SSB受信にとっ
て理想的なオーディオAGC回路を採用し、ファ
ーストアタック・スローレリーズ特′性により、

明瞭度のよい受信ができます。

●カウンタ部

カウンタ音5は、VFOで発振した8.00～ 8.45MHz
の周波数をカウントしています。 プリスケーラ

のICには、ローパワーショットキーTTLを使い、
またそれ以外のICに は、12Lを使い、低消費電

力を実現しています。表示には、 3け たの 7セ
グメント赤色 LEDを 用い最小けたはlkHzです。

●ノイズブランカ
ノイズアンプには増幅度の高い ICを使用して
おり、小さな雑音に対しても効果のあるように

設計されています。また、このノイズアンプに

は独立したAGCがかけられており隣接の強入力
信号による雑音の発生をおさえています。

ゲー ト回路には、直・並列型を使用しており、

スイッチング特1生の良くなるように設計されて

いますので、大きな雑音に対しても充分な効果

があります。

●送 信 部

送信部は、フィルタタイプのシングルコンバー

ジョンで、スプリアスの軽減をはかっています。

マイクよりの音声信号はIC4に よって増幅されま

すが、同時にQ20,Q21で構成されるオーディオ

ALC(自 動振幅市1限)回路により大きな入力の
ときにもひずみの少ない増幅ができます。増幅

された音声信号は、 2重平衡変調器 (IC2)に カロ
えられキャリヤ信号を変調します。変調された

信号は、キャリアのないDSBですが、この後、モ
ノリシックフィルタを通り片側のサイドバンド

のみとなりSSB信号ができます。
フィルタを通過した信号は、Q22に より1段増幅

された後、 2重平衡型のミキサ (IC5)に カロえら
れます。ここでSSB信号はローカル信号と混合
され、出力には21MHz帯のSSB信号がとり出さ
れます。21MHz帯のSSB信号はこの後 4段直線
増幅されて、10Wの出力となります。終段から
は、ALC信号を検出し、一定レベルをこえる
と、中間周波増幅回路の増幅度をさげてひずみ

を少なくしスプラッタを軽,咸 しています。

●VFO部
VFOは、FETを 用いた安定な自励発振回路で、
8.00～ 8.45MHzを 発振しまtVFOよ りの信号は、
他の水晶発振回路で作られた22.0015MHzの 信

号と共にIC 201に 加えられ、混合されま九 このミ

キサにもバランス型を使用し、スプリアスの軽

減をはかっています。

ミキサからは、30MHz帯の信号を取出し、Q201
により増幅した後、受信部のミキサおよび送信

部のミキサにカロえられます。

●∠fつまみの使いかた
∠f ON/OFFス イッチを才甲してON(‐ )と し、
/fつ まみを回すと、送信周波数に関係なく受
信周波数のみ約± 4 kHzか えることができます。
つまみ指標が中心位置 (セ ンタクリックがある)

の “0"目盛で送・受信周波数は一致した状態
になります。

1)通常の交信においては∠fつまみを指標 “0"
目盛の位置にしておいてください。

2)交信中に相手局の周波数が変動する場合、
同調つまみを回さずに、/fつ まみを回し
て同調をとってください。

3)自 局よりCQを 出し、他局からの応答の確
認の場合は、/fつ まみを左右に回して確
認 してください。

4)zlf ON/OFFス イ ッチ を も う一 度 押 し て

OFF(■ )に するとzl fつ まみを回して も
周波数は変化せず、受信周波数は送信周波

数に一致します。
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■ 部品配置図

Q21Q203Q13 Q121C201    Q19 F年 1 Q4Q28!C3
Q2r201 1T203
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■ 定
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式
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比

射

ン

圧

輻

ホ

調̈
一［］器̈

送

回
変

送

搬

送

マ

■
フィルタタイプシングルコンバージョン

平衡変調

HIGH 101V(PEP),LOヽV2ヽV(PEP)
40dB以上
-50dB以下
600Ω プレストークスイッチ付ダイナミック

マイクロホン

プリミックスタイプシングルコンバージョン

9.0000MHz

-6dB入 力にてS/N10dB以上
±1.lkHz以上 /-6dB
±1.5kHz以下 /-20dB
±3.OkHz以 下 /-60dB
約± 4 kHz

60dB以上

内部スピーカ0.5W(10%HD),
外部出力 1.5W(10%HD)
8 cm インピーダンス 8Ω

■ 一 般 仕 様

送 。受信 周波数範囲  21.00～ 21.45MHz

電 波 型 式 A3J,Al
周 波 数 安 定 度 スイッチON後 20分 まで± lkHz

その後30分当り100Hz以内
ただし、周囲温度は一定

D C13.8V3A(最 大)
インピーダンス50オ ーム

IC 9個
FET 4石
トランジスタ 32石

229(幅 )× 67(高 さ)× 206(奥 行)mm

糸勺2.3 kg

源

ナ

体

テ

導半

ノヽ

用

電

ア

使

法

量

寸

重

式

数

度

度

方

波

感

部

　

周
　

択

信

路

間

信

受

回
中

受

選

■

zl f可 変 周波数 範囲

受信スプリアス防害比

低  周 波  出 力

ピ カ

■ 付 属 品

マイク (カールコード・プラグ付)        1個
電源コード(ヒ ューズホルス プラグ付)      1個
ヒューズ(5A)(内 1本はヒューズホルダに内蔵)  2個
車載用アングル                 1式
車載用アングル取付用ねじ、ビス、ナット     1式
マイクハンガー                 1個
付属印刷物                   1式
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局申請について

本機の無線局開局申請をする場合、機器に関する項目については次のよ
うに記載 してください。

(l)無線局免許 申請書
電 波 の 型 式
周 波 数 の 範 囲

空 中 線 電 力

(2)工事設計書
電 波 の 型 式
周 波 数 の 範 囲

変 調 の 方 式

終段管の名称、個数

終段管の電圧、入力

送信空中線の型式

(3)送信機系統図

A3J,Al※   ※電話級アマチェア無線
21MHz帯     技士の資格 しか持たな
ЮW    

じ奪撃言力 :塩導 1等

A3」 , Al※

21MHz帯

平衡変調

2 SC1969× 1

13.OV 17VV

(使用する空中線型式を記入 してください)

(本機は、」ARL登録機種ですのでJARL保証認定を受ける場合、送信系統図は省略できます。)
」ARL登録番号 MH

※電皓級アマチュア無線局の鳩合は
電鍵を削除してくださtヽ。
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■アフターサービスについて

3

4

5

保証書 (別 に添付 してあります。)

保証書は販売店からお渡 し致 しますから、必ず『販売店名
。購入日』

等の記入をお確かめになり、保証書内容をよくお読みのうえ、大切

に保存 してください。

1保証期間一お求めの日から1年間です。
|

保証期間中に修理を依頼されるとき

もう一度取扱説明書をよくお読みいただき、ご確認のうえ、なお異

常のあるときは、恐れいりますがお求めの販売店まで保証書を添え

て製品をご持参ください。

保証書の記載内容により、販売店で修理致 します。

保証期間経過後、修理を依頼されるとき

お求めの販売店に、まずご相談ください。

修理により製品の機能が維持できる場合には、ご要望により有料で

修理致 します。

補修用性能部品の最低保有期間

本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後最低 6年間

保有 しています。

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明な点は

お求めの販売店または最寄りの「ご相談窓口」(別紙ご参照)にお問合

わせください。
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